
 

「学生防犯ボランティア 

育成・体験研修会」 

の開催結果 
○開催日時 

 令和７年６月 28日（土）13:00～15:45 
 
○開催場所 

 二番丁コミュニティセンター 
 
○参加者 

 高校生、専門学校生、大学生や地域防犯ボランティアの方等 48名 
 
○開催内容 

 ・香川県警察による犯罪発生状況等の説明 

・講師による講演及びワークショップ 

  講師：摂南大学法学部教授 

     特定非営利活動法人日本ふれパト協会代表理事 

                     中沼 丈晃 氏 

  演目：「社会の構造変化から犯罪情勢を考える」 

  ワークショップ：「データドリブン“な”（データに基づく）防犯ボランティ

ア活動を模索する」 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

学校でボランティア活動を行っているまたは興味がある学生さんを対象に、育

成・体験研修会を実施しました。地域の防犯ボランティア団体の方にも学生さん

との交流や防犯活動の活性化のため、多くご参加いただきました。 

研修会では、香川県警察による犯罪発生状等の説明に加えて、講師の中沼氏か

ら「社会の構造変化から犯罪情勢を考える」と題し、豊富な知識と経験を通して、

様々な切り口から防犯ボランティアの意義について、ユーモアを交えながら分か

りやすく語っていただきました。 

また、グループに分かれたワークショップでは、和気あいあいとした雰囲気の

中、他の学生さんや団体の方との交流が行われるとともに、中沼氏とデータを活

用したボランティア活動の重要性について学びました。 

参加者からは、「普段関わることのない団体の方と交流できて良かった、防犯

意識を高めていきたい」、「データを活用した防犯活動を今後取り入れていきた

い」「もっとこういった研修会を開催してほしい」等との声が聞かれ、大変好評

でした。 

この研修会を機に、学生さんが防犯活動に興味を持っていただき、自分たちの

出来る範囲で、防犯活動に携わって頂ければと思います。 



 

 

 

   

 

開催の模様 

県警察による説明 

中沼氏による講演 

 

ワークショップの模様 

 


